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【届出の対象とした募集金額】
 
その他の者に対する割当 40,830,000円

（注）　本募集金額は１億円未満でありますが、企業内容等の開

示に関する内閣府令第２条第５項第５号に規定する、発

行価額若しくは売出価額の総額が１億円以上である有価

証券の募集若しくは売出しと並行して行われる当該募集

又は売出しに係る有価証券と同一の種類の有価証券の募

集又は売出しに該当するため、本届出を行うものであり

ます。

【安定操作に関する事項】 該当事項はありません。

【縦覧に供する場所】 株式会社ヤギ　東京本社

（東京都中央区日本橋小網町18番15号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】
　当社は、2023年８月４日に、第112期事業年度第１四半期（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）の連結業績

を公表いたしました。これに伴い、2023年７月28日付で提出した有価証券届出書について、当該第112期事業年度第１

四半期の業績の概要を追完情報に追加し、また2023年８月４日開催の取締役会において、第三者割当による自己株式の

処分を決議しており、これらに関連する事項を訂正するため、本有価証券届出書の訂正届出書を提出するものでありま

す。

 

２【訂正事項】
第一部　証券情報

募集又は売出しに関する特別記載事項

第三部　追完情報

１．事業等のリスクについて

２．臨時報告書の提出

３．最近の業績の概要

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は下線で示しております。
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第一部【証券情報】

【募集又は売出しに関する特別記載事項】
　　（訂正前）

記載なし

 

　　（訂正後）

　当社は、本自己株式処分のほか、2023年８月４日開催の取締役会において、以下の概要にて自己株式処分を決議して

おります。なお、2023年８月４日付で、この自己株式処分についても有価証券届出書を提出しております。

（１）処分期日 2023年８月22日（予定）

（２）処分する株式の種類

及び数
当社普通株式　200,000株

（３）処分価額 １株につき1,342円

（４）処分総額 268,400,000円

（５）処分方法 第三者割当による処分

（６）処分予定先
三井住友信託銀行株式会社（信託口）

（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行（信託口））

（７）その他 本自己株式処分については、金融商品取引法による届出の効力発生を条件といたします。

上記詳細については、2023年８月４日に提出した有価証券届出書をご参照ください。
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第三部【追完情報】
　　（訂正前）

１．事業等のリスクについて

　後記「第四部　組込情報」の有価証券報告書（第111期）に記載された「事業等のリスク」について、当該有価証

券報告書の提出日以後、本有価証券届出書提出日（2023年７月28日）までの間において生じた変更その他の事由はあ

りません。また、当該有価証券報告書には将来に関する事項が記載されていますが、当該事項は本有価証券届出書提

出日（2023年７月28日）現在において変更の必要はなく、また新たに記載すべき将来に関する事項もないと判断して

おります。

 

２．臨時報告書の提出

　後記「第四部　組込情報」の有価証券報告書（第111期）の提出日以後、本有価証券届出書提出日（2023年７月28

日）までの間において金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号

の２の規定に基づき、2023年６月30日に臨時報告書を近畿財務局長に提出しております。

＜中略＞

 

　　（訂正後）

１．事業等のリスクについて

　後記「第四部　組込情報」の有価証券報告書（第111期）に記載された「事業等のリスク」について、当該有価証

券報告書の提出日以後、本有価証券届出書の訂正届出書提出日（2023年８月４日）までの間において生じた変更その

他の事由はありません。また、当該有価証券報告書には将来に関する事項が記載されていますが、当該事項は本有価

証券届出書の訂正届出書提出日（2023年８月４日）現在において変更の必要はなく、また新たに記載すべき将来に関

する事項もないと判断しております。

 

２．臨時報告書の提出

　後記「第四部　組込情報」の有価証券報告書（第111期）の提出日以後、本有価証券届出書の訂正届出書提出日

（2023年８月４日）までの間において金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19

条第２項第９号の２の規定に基づき、2023年６月30日に臨時報告書を近畿財務局長に提出しております。

＜中略＞

 

３．最近の業績の概要

　2023年８月４日に公表した、第112期事業年度第１四半期（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）の当社の

連結業績の概要は以下のとおりであります。

　ただし、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査法人の四半期レビューは終了していないため、四

半期レビュー報告書は受領しておりません。

　なお、金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,979,744 9,167,605

受取手形及び売掛金 23,534,040 22,515,542

電子記録債権 9,566,551 11,074,150

棚卸資産 10,414,597 10,135,042

その他 2,298,937 3,033,525

貸倒引当金 △340,994 △339,284

流動資産合計 56,452,877 55,586,581

固定資産   

有形固定資産 4,897,998 4,990,495

無形固定資産   

のれん 180,796 150,663

その他 660,546 614,750

無形固定資産合計 841,342 765,414

投資その他の資産   

投資有価証券 7,384,905 7,586,733

その他 4,915,284 5,080,213

貸倒引当金 △1,465,290 △1,422,691

投資その他の資産合計 10,834,900 11,244,255

固定資産合計 16,574,241 17,000,165

資産合計 73,027,118 72,586,747

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,628,625 9,097,655

電子記録債務 2,148,008 2,428,133

短期借入金 4,433,176 5,675,720

１年内返済予定の長期借入金 3,200,000 3,200,000

未払法人税等 1,195,314 311,853

賞与引当金 559,305 365,605

その他の引当金 80,149 29,016

その他 5,749,379 4,818,065

流動負債合計 27,993,959 25,926,050

固定負債   

長期借入金 6,400,000 6,400,000

繰延税金負債 89,480 499,090

引当金 11,317 12,021

退職給付に係る負債 1,081,214 1,078,176

その他 1,174,543 1,173,229

固定負債合計 8,756,556 9,162,518

負債合計 36,750,515 35,088,569
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,088,000 1,088,000

資本剰余金 34,473 34,473

利益剰余金 34,224,834 34,227,025

自己株式 △719,972 △719,972

株主資本合計 34,627,335 34,629,526

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,001,153 2,454,289

繰延ヘッジ損益 △272,695 356,699

為替換算調整勘定 159,864 257,462

退職給付に係る調整累計額 △239,054 △199,799

その他の包括利益累計額合計 1,649,267 2,868,651

純資産合計 36,276,603 37,498,178

負債純資産合計 73,027,118 72,586,747
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 19,241,561 20,206,438

売上原価 15,689,098 15,662,155

売上総利益 3,552,462 4,544,283

販売費及び一般管理費 3,688,348 3,918,847

営業利益又は営業損失（△） △135,885 625,435

営業外収益   

受取利息 2,715 1,686

受取配当金 97,856 100,252

為替差益 89,103 －

持分法による投資利益 42,077 －

その他 53,430 25,561

営業外収益合計 285,184 127,500

営業外費用   

支払利息 7,824 10,472

貸倒引当金繰入額 23,422 －

為替差損 － 20,954

持分法による投資損失 － 46,545

その他 7,578 6,277

営業外費用合計 38,825 84,249

経常利益 110,472 668,686

税金等調整前四半期純利益 110,472 668,686

法人税等 68,780 254,204

四半期純利益 41,692 414,482

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △68,826 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 110,518 414,482
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 41,692 414,482

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 46,215 442,365

繰延ヘッジ損益 333,873 629,394

為替換算調整勘定 126,675 98,087

退職給付に係る調整額 52,333 39,255

持分法適用会社に対する持分相当額 31,291 14,244

その他の包括利益合計 590,388 1,223,347

四半期包括利益 632,080 1,637,829

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 700,267 1,637,829

非支配株主に係る四半期包括利益 △68,186 －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

［セグメント情報］

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
財務諸表
計上額
（注）２

 
マテリアル

事業
ライフスタイル

事業

アパレル
事業

ブランド・
リテール事業

不動産事業 計

売上高         

顧客との契約から生じ

る収益
5,956,222 2,014,087 10,356,092 760,782 － 19,087,184 － 19,087,184

その他の収益 － － － － 154,377 154,377 － 154,377

外部顧客への売上高 5,956,222 2,014,087 10,356,092 760,782 154,377 19,241,561 － 19,241,561

セグメント間の内部売

上高または振替高
204,027 22,093 285,210 1,358 57,253 569,942 △569,942 －

計 6,160,250 2,036,180 10,641,302 762,140 211,631 19,811,504 △569,942 19,241,561

セグメント利益または

損失（△）
233,207 235,512 322,364 △596,184 133,180 328,080 △217,608 110,472

（注）１．セグメント利益または損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用及びセグメン

ト間取引消去等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

ります。

２．報告セグメントのセグメント利益または損失及び調整額の合計は、四半期連結損益計算書の経常利益

と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
財務諸表
計上額
（注）２

 
マテリアル

事業
ライフスタイル

事業

アパレル
事業

ブランド・
リテール事業

不動産事業 計

売上高         

顧客との契約から生じ

る収益
6,295,851 2,179,314 10,719,336 877,972 － 20,072,473 － 20,072,473

その他の収益 － － － － 133,964 133,964 － 133,964

外部顧客への売上高 6,295,851 2,179,314 10,719,336 877,972 133,964 20,206,438 － 20,206,438

セグメント間の内部売

上高または振替高
261,046 16,493 196,665 56 54,612 528,874 △528,874 －

計 6,556,897 2,195,807 10,916,001 878,028 188,577 20,735,312 △528,874 20,206,438

セグメント利益または

損失（△）
183,762 242,559 803,185 △395,447 81,780 915,840 △247,153 668,686

（注）１．セグメント利益または損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用及びセグメン

ト間取引消去等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

ります。

２．報告セグメントのセグメント利益または損失及び調整額の合計は、四半期連結損益計算書の経常利益

と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、2021年３月期から前連結会計年度（2023年３月期）までセグメント情報における報告セ

グメントを「マテリアル事業」「アパレル事業」「ブランド・ライフスタイル事業」「不動産事業」として

おりました。2023年５月12日に公表いたしました中期経営計画2026「Heritage to the future」を開始する

に当たり、これまでの「ブランド・ライフスタイル事業」を新たに「ライフスタイル事業」と「ブランド・

リテール事業」の２つの報告セグメントに区分することにいたしました。これに伴い当第１四半期連結累計

期間から「マテリアル事業」「ライフスタイル事業」「アパレル事業」「ブランド・リテール事業」及び

「不動産事業」の５つの報告セグメントに変更することにいたしました。

市場・顧客ニーズの変化に対応するため、上記５つの報告セグメント体制に改め、更なる収益性の向上と

持続的成長を目指しております。また、グループ企業を横断した事業セグメントをサステナブル・デジタ

ル・グローバルの視点で強化することも目的としております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示しております。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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